
 

人はつながりの中で生きている 

校長 早川隆之 

 

先週、３年生は修学旅行で東北地方

を訪れました。今回の修学旅行では、

震災学習をはじめ、漁業体験や林業体

験など、多くの学びを得ることができ

ました。 

東日本大震災から年月が経過した

今でも、現地には震災の記憶が残され

ています。被災された方のお話を直接

伺う中で、生徒たちは自然災害の恐ろ

しさだけではなく、人と人とが支え合

うことの大切さについて深く考える

機会となりました。突然、当たり前の

日常を失った中でも、多くの人々の支

援や励ましによって前を向いて歩み

続けてきた姿に、生徒たちは強く心を

動かされていました。 

災害はいつ起こるかわかりません。

だからこそ、防災について日頃から考

え、自分の命を守る準備をしておくこ

とが大切です。しかし同時に、災害時

には「自分だけ」ではなく、「周囲の

人と助け合うこと」が何より重要であ

ることも学びました。 

また、今回の修学旅行では、漁業体

験や林業体験も行いました。海や森林

などの自然資源は、地域の方々が長い

年月をかけて守り育ててきたもので

す。必要以上に資源を使えば自然環境

は失われ、私たちの未来の生活にも大 

 

 

きな影響を与えます。今回の学習は、

本校が大切にしている SDGsや ESDの学

びそのものであり、「持続可能な社会

をつくる」とはどういうことかを、生

徒たちは実感を伴って学ぶことがで

きました。 

そして、今回の修学旅行を通して、

私自身が改めて強く感じたことがあ

ります。それは、「人はつながりの中

で生きている。人はつながりの中で生

かされている」ということです。 

修学旅行は、現地でお世話になった

方々、旅行会社の皆様、地域の方々、

そして送り出してくださった保護者

の皆様など、多くの方々の支えによっ

て実施することができました。人は決

して一人で生きているのではなく、多

くの人との関わりの中で支えられな

がら生きています。 

これからも本校では、学力だけでは

なく、人とのつながりを大切にし、他

者を思いやり、社会の中で支え合って

生きていける生徒の育成を目指して

まいります。 
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大田区立大森第六中学校 

統括校長    早川 隆之 

TEL  3726－7155 
大森六中だより 

六中だよりは HP からも 

ご覧いただけます。 



 

昨年度、本校は大田区教育委員会の研究推進校

として、令和 8年 2月６日（金）に研究成果報

告をさせていただきました。当日は、立教大学

環境学部開設準備室、准教授の森朋子氏を講師

としてお招きし、『答えのない未来に立ち向か

う力～社会課題へのチャレンジが育むもの～』

と題してご講演していただきました。 

研究の中で子どもたちに｢シビック・アクシ

ョンで身に付けたことは何ですか。｣というア

ンケートをとりましたので、一部をご紹介しま

す。 

Ａさん 他学年と活動したときに、一人一人が

行動を起こすとみんなも行動を起こ

すようになる。協力の大切さを改めて

知ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂさん 自分の住む地域にある社会課題と向

き合う力。アクションを考える際に、

費用対効果や依頼先など様々な視点

から考える力が身についた。 

 今年度は研修主題を「SDGsの達成に向けたカ

リキュラム・マネジメント～自分と他者のウェ

ルビーイングを実現するシビック・アクション

の取組～」とし研修に励んでまいります。 

シビック・アクションの取組において地域の

皆様にご協力をいただき、活動してきたところ

です。今後も生徒の“チャレンジしたい”とい

う気持ちに応えることができるよう、改善を加

えながら、より一層地域とつながる学習の充実

を図ってまいります。今年度もよろしくお願い

いたします。

  今月の行事報告  

ユネスコスクール                                          ５月号 

持続可能な社会の担い手づくり 
大田区立大森第六中学校 研究推進委員会 

５月１日（金）に前期生徒総会が開催されました。専門委員会でも、組織決めや活動計画の話し合

いが行われました。年度初めの慌ただしい準備の中作成されたそれぞれの専門委員会の議案書をもと

に、各学級で議案書討議など、生徒総会へ向けて準備を進めてきました。生徒総会当日、それぞれの

委員会が決定した活動に向けたスローガンが舞台上に掲げられる中、生徒総会が始まりました。活動

計画の説明や議案書討議であがった質問・要望への回答などが行われ、壇上で堂々と話す委員長の姿

がありました。また、その話を真剣に聞く生徒の姿に、全員が生徒会の一員として、六中をよりよく

していこうとする意識の高さが見られました。 

               

質問・要望に応える委員長の様子 

４月 2６日（日）に、区内の 11 会場で大田区子どもガーデンパーティーが開催されました。六中

は、洗足池会場で「にぎにぎパラダイス」という体験型のブースを出店しました。当日は、４４０

名の子どもたちが体験に訪れ、六中からも約 50 名もの生徒がボランティアとして参加しました。最

後は、全員で協力して成功させた達成感に包まれました。 



 

 


